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心豊かな暮らしと社会のために
暮らしの視点から

移動と移動手段を考える

モビリティジャーナリスト 楠田悦子

自己紹介 ●スイス留学・カンボジアNGOなど
●●●離れした若者の声を聞きたいと採⽤される

旅客・貨物・販売・整備・メーカー・運輸局・
自治体などを取材する㈱自動⾞新聞社 記者（本社は神⼾）

●分野横断的に取り上げるモビリティ情報誌「LIGARE」創刊編集⻑
●東京モーターショー2013スマートモビリティシティ2013
●土木計画学少子高齢化社会における

子育てしやすいまちづくり研究小委員会委員
●再生塾 、公共交通マーケティング研究会 幹事
●国土交通省「自転⾞活⽤推進に向けた有識者会議」委員
●名古屋市交通問題調査会 委員
●国土交通省 交通政策審議会交通体系分科会第15回地域公共交通部会
臨時委員
●国土交通省 MaaS 関連データ検討会 委員
●SIP第2期、SIP第3期ピアレビュー委員
●MBA(経営学修士) 英語プログラム

E-mail info@leben-kurashi.com

mailto:info@leben-kurashi.com


田舎育ち
• 習い事の送迎が大変
• 通学路が危険
• 隣町までの通学が大変
• クルマ依存で公共交通はほとんどない
• 免許返納後の暮らしどうする︖
• 障害者お出かけしにくい

欧州の暮らし
• 環境意識が高い
• 健常者と障害者の分けない
• 移動手段をシェアする文化
• 道路のインフラが日本と違う



自動車局の括りから取材スタート
（株）自動車新聞社 LIGARE創刊編集⻑
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自転⾞
PMV

自動⾞
四輪・⼆輪

バス
タクシー 鉄道 ⾶⾏機

船

社会課題と移動全体を考えるため 2013年独⽴
移動手段とサービスの多様化高度化

社会の課題解決にどのようにまちを再構築し

どのように移動手段を活⽤するか

都市
道路 福祉・医療 子育て 住宅 観光

産業
物流

etc..

個々人に着目した
心豊かな暮らし
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公共交通の業界



高齢化や観光の
移動問題

まちづくりとセットで考える



テクノロジーとモビリティ
社会問題を切り⼝にした本の執筆



●日ASEAN スマートシ
ティ・ネットワークハイレ
ベル会合 分科会３交通
（MaaS）モデレーター

●記事を執筆

スマートシティに関する
取材や国際会議のモデレータも



●⾃転⾞の活⽤推進に向けた有識者会議 委員

●シェアサイクルの在り方検討委員会 委員

●交通政策審議会交通体系分科会第15回地域公共交通部会
臨時委員

●バスタプロジェクト推進検討会 委員

いろいろな検討会の委員も

●国⼟交通省 MaaS 関連データ検討会 委員

●愛知県「あいちモビリティイノベーションプロジェクト 空と道がつな
がる愛知モデル2030」 アドバイザリー
●名古屋市交通問題調査会の委員
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マイナンバーカードなど IDの活⽤
交通系ICカード、QR、顔認証などいろいろ



特定小型原付2023/07法改正 特定小型原付
一方で、パリではシェアが住⺠投票でノー



クルマを運転できない高齢者や高校生が
安全に座って荷物も運べる移動手段

特定小型原付に期待すること



東京モータショー ジャパンモビリティショーへ
4年ぶり、名称変更



2023年はEV EVも時代により重点が置かれる部分が異なる
今年は商⽤⾞・ソリューション



いよいよやってきたか 中国と台湾の出展

特定小型原付・パーソナルモビリティ

MaaS ⾃動運転は︖



ITS蘇州
自動運転、自動駐⾞、自動配送ロボット、どこ駐⾞しても課⾦

離島での実証などなど チャレンジ



自動運転 2025年度までに多様なエリア多様な⾞両に自動運転を拡⼤
し、５０か所程度に展開する(Road to L4）などもあるが
カメで着実に前進してウサギを抜く戦略がかしこい︖︕



http://www.taxi-japan.or.jp/pdf/Taxi_Today_2023.pdf

タクシーとライドシェア
人を乗せるサービスはそう簡単ではない

安全と売上は業界と国とで調整されてきた

http://www.taxi-japan.or.jp/pdf/Taxi_Today_2023.pdf


EVの⾛⾏給電システム
CO2排出削減、EV価格の低減などに貢献 東⼤と柏市

https://www.city.kashiwa.lg.jp/koho/pressrelease/r5houdou/6gatsu/r5063001.html

https://www.city.kashiwa.lg.jp/koho/pressrelease/r5houdou/6gatsu/r5063001.html
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改札がない。カード（鉄道、トラム、バス、船）を見せる信用乗車。
「GA」から「Swiss Pass」へシェアリング、スキー、映画館など。
年間パス、半額になるパス（1/2）、夕方から安くなるパスなどがある。
このパスを持っていると券売機での買い方がわからない
「顧客ファースト All in one Ticket（スイス連邦鉄道）」距離ごとの運賃
AからBへ移動する利用者にとっては移動手段の種類は関係ない

SBB スイス連邦鉄道



SBB

Quelle: SBB Medienstelle auf Twitter @ssbnews

スイス連邦鉄道

・改札がない。カード（鉄道、トラム、バス、船）を見せる。鉄道、トラム、バスなどの
モードをまたいだ検索は、ウェブで2000年はじめからできていた。
・FAIRTIQ「切符を購入する煩わしさをなくしたい」「ハードフェアフェアが費用が莫大にか
かるため、ソフトフェアのみでつくりたい」と考え、世界展開も考えている
・操作は、移動開始時に「チェックイン」、移動終了時に「チェックアウト」をスワイプす
るだけ。事前確定ではなく、移動し終えた後の事後確定で料金が自動計算される仕組み。
・GPSでの位置情報、スマートフォンのセンサーからユーザーの移動状況、公共交通の時刻
表、バス停、運行経路などから移動を割り出す。





Wien Mobil 使用日時：2020年3月
ウィーン交通局

・ウィーンの住⺠向け（ヘビーユーザー）アプリ。ウィーンの住⺠は、⼟地感覚があり、公共
交通のナンバリングが昔から感覚的にわかるようになっている。定期券のような「年間パス」
を持っていて、運賃を気にせず乗車できる。そのため、経路検索、乗換検索のニーズよりも、
自分の現在地近くの移動手段の運行状況に対するニーズが高い
・自転車シェア、カーシェア、駐車場の情報の詳細も一元的に見れる
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Google Map

・ドイツ・ベルリンでは、Googleマップで自転車ルートを検索すると、電動キックボードシェアも含
めたルートが紹介される。またFREE NOWなどもタクシー・ライドシェアで検索ができる。

使用日：2020年3月5〜6日
画面：ドイツ・ベルリン
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乗り換え案内

車両の運行管理
リアルタイムデータの管理
運行ダイアの立案と管理
工事の管理（鉄道）

ドイツ鉄道（DB）、スイス連邦鉄道（SBB）、オーストリア連邦鉄道
（ÖBB）など大陸欧州の乗換検索のほとんどのバックエンドはシーメン
ス100％子会社のHaCon製のHacon Fahrplan-Auskunfts-System（HAFAS）
自社アプリで利用者へのサービス提供と業務が一体的になっている

利用者への
サービス

業務のICT化による
効率化

出典：ウィーン工科大学 柴山 多佳児



約250の運行事業者が協働している。運賃とサービスの統合とバックエン
ドの一元化とデジタル化。ウェブサイト、アプリ、券売機のインター
フェースを統一化
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出典:SBB

業務のICT化による
効率化



販売チャネルの高度化、ペーパーレス化、自動化
日本でも窓口を減らしてアプリやウェブへシフトしているように
券売機も減らしたい傾向が欧州は強い



■ 動的情報

■ 静的情報

公共交通：HAFAS

自動車交通：PTV OPTIMA

・カウンター
・プローブカー（タクシー）
・交通情報

VAO

オーストリアの 経路検索のバックエンドは行政や交通事業者から
の一次情報が元でGoogleなどの⺠間サービスより正確で高精度

地図：GIP.gv.at
時刻表：HAFAS

公的な交通情報基盤
・管理者からの一次情報を利用

⇒Googleより正確かつ高精度
州政府（9つ）、群（94）、基礎自治体（市町村
2100）、鉄道会社、高速道路運営会社

・すべての移動手段にかかわる3次元地図情報
道路、自転車道、登山道、線路、ケーブルカー、
航路
交差点に関わる情報（車道、歩道、自転車）
交通規制：速度制限、右左折可否（自動車、自転
車…）、標識の設置場所

＜用途＞
・交通情報の提供と交通予測
・行政手続きのシステム化

（E-Government)
道路の管理（道路台帳）
交通事故の管理
地形地図作成のための基盤データ

出典：ウィーン工科大学 柴山 多佳児



経路検索の⺠間アプリ

利用者への
情報提供

鉄道 バス 自転車
シェア

カー
シェア

タクシー経路 送迎サー
ビス

など

自社で利用者に対して情報提供が難しい場合は
他の⺠間の⼒を使う



▼ 鉄道、バス、タクシーなど
交通事業者ごとの効率化と
利用者へのサービス提供

▼ 国レベルで情報を一元化する

▼ 地域レベルで情報を一元化する

▼ 個々の交通事業者のデータを
⺠間がサービスまとめる

地域や各社の経営計画を、横断的に全社レベルでしっかり立てる

検索、予約、決済＋α
例えば業務効率の上でのサービス提供
組織体制やサービスの統合があった上で持続可能なものに

※しっかりとした
計画になっていいれば

・観光客
・地域住⺠

分けなくても
よかったりする



ｚ

マーケティング部門の役割

顧客

マーケティング

製造 R＆D デザイン 物流 購買 財務 人事 法務

情報交換

お客様窓口などのサポート流通会社 販売部隊 広告代理店 調査会社

メディア

企業活動の原点は「顧客」。デジタル化によりますます顧客を中心に据え
るようになってきている（顧客ファーストの言葉はここから）。
顧客との接点となるマーケティングは、サービス、営業、開発、財務、人
事などの機能を統合する役割を担っている。「売れる仕組み」の追求。

出典：MBAマネジメントブック

検索・予約決済のみならず、全社レベル、地域レベルでの
効率化、乗ってもらう＝売れる仕組づくり、働き方の改革に



顧客創造から「顧客維持型」マーケティングへ

顧客維持型マーケティング 顧客創造型マーケティング

焦点

・顧客の維持・囲い込み
・顧客内シェアの拡大
・顧客満足度
・双方向コミュニケーション
・顧客との協⼒関係・学習関係
・クオリティ志向
・エンパワーメント志向

・新規顧客の獲得
・市場内シェアの拡大
・製品認知度
・効果的情報伝達
・製品品質志向
・マネジメント志向

出典：MBAマネジメントブック

新規顧客を獲得した後は、顧客との良好な関係維持に努めるほうが、少な
いコストで収益を上げることができる。デジタル化により顧客管理やコ
ミュニケーションを行うコストが大きく低下している。
各部門での顧客管理がばらばらな場合は、統合するなどの動きも出てきて
いる。アプリも各部門が作っている場合がある。



鉄道 自動運転の現状



4/11 JR⻄ローカル線に関する課題認識と情報開示について
https://www.westjr.co.jp/press/article/2022/04/page_19817.html

ローカル鉄道の存続問題

https://www.westjr.co.jp/press/article/2022/04/page_19817.html


バス 自動運転の現状

https://www.softbank.jp/sbnews/entry/20211004_01 ソフトバンクとJR⻄日本

https://www.softbank.jp/sbnews/entry/20211004_01
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社会の課題解決にどのようにまちを再構築し
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地域ぐるみで地域の住⺠のニーズと移動を組み合わせる
バリューチェーンの組み方の工夫
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クルマでの移動が多い名古屋市は
クルマに乗る⼈や地域視点が大切

http://restrer.atgj.net/Entry/923/

http://restrer.atgj.net/Entry/923/


12年間でも大きく変わった地域移動
このままいくと大都市以外はもっと四輪⾃動⾞だけになる

⻑野都市圏総合都市交通体系調査⻑野県、⻑野市、須坂市、中野市、飯⼭市、千曲市、⼩布施町、
信濃町、飯綱町 https://www.pref.nagano.lg.jp/toshikei/infra/toshi/keikaku/pt/documents/pt_result_vol2.pdf

2004年 2016年

https://www.pref.nagano.lg.jp/toshikei/infra/toshi/keikaku/pt/documents/pt_result_vol2.pdf


テクノロジーが進歩しているように⾒えるが
移動の選択肢が少ない

高齢者、障害者、子育て層が安心して外出できない

安心して歳をとれない
子育てできない

免許返納、障害を持つと
社会⼈じゃなくなる︖

QOL低下
家族が⾯倒を⾒ないといけない
生活まで貧困になる

移動貧困社会とは



よきドライバーでいる
ドライバーになる

ゆるやかな免許返納、スキルの⾒直しの仕組み
警察、教習所、⾃動⾞・⾃転⾞販売店などと作れないか

スキルを⾒直す
クルマ＋もう一つ移動手段を持つ

ドライバー卒業

一生涯移動に困らない暮らしづくり

公共交通、パーソナルモビリティ、徒歩
での暮らし



3つのタイプの手段を増やす

誰かに送っても
らうタイプ

鉄道、バス、タクシー、
助け合いなど

⾃分で移動する
タイプ

小型モビリティ、⾃転
⾞、⾞いすなど

動かない
タイプ

電話、オンライン手続き、
出張、宅配など
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自動⾞
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運転免許の要らない移動手段は、非常に少ない
田舎は「所有」 市⺠権を得ている移動手段は「徒歩」「⾃転⾞」の現実

社会の課題解決にどのようにまちを再構築し

どのように移動手段を活⽤するか

都市
道路 福祉・医療 子育て 住宅 観光産業

etc..

個々人に着目した
心豊かな暮らし
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☚ポイント
自転⾞に取組むと

他のスローモビリティも
導入しやすい



⼈・道路・移動手段の「三つのバランス」を考える
都市経営の観点から短期、中期、⻑期計画を

ヒト
本⼈・社会

移動手段 道路

移動寿命
延伸



第2次自転⾞活⽤推進計画

第2次自転車活用推進計画https://www.mlit.go.jp/road/bicycleuse/torikumi.html

https://www.mlit.go.jp/road/bicycleuse/torikumi.html


自転⾞空間整備

https://www.mlit.go.jp/road/road/bicycle/index.html

https://www.mlit.go.jp/road/road/bicycle/index.html




徒歩と⾃転⾞程度の速度のスローモビリティで暮らせる 安全な街
高齢者、障がいのある方、子ども、観光客が安全に暮らせる

パリ市⻑の「15分シティ」構想：徒歩や自転車で行ける界隈



地方都市の道路

社会的な
交通事故の発生

内閣総理⼤⾂の指⽰

通学路の一⻫点検
学校、自治体、住⺠、警察など

数か年に渡る危険箇所の修繕

交通事故の発生してからの対応が多く
定期的に点検したり修繕するPDCA体制がない

交通事故が発生してからの対応が多い



通学の定期点検
情報共有する仕組みが弱い

地方都市の道路

建
設
部

学
校
教
育

小
学
校

中
学
校

高
校

大
学 県警

察
観
光

地
区
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デジタル田園都市 自治体DXというが進んでない
自治体業務のデジタル化をまずやってほしい

… …

個々の業務のための情報収集で、情報共有が弱い
紙がベースでデジタル化が進んでいない



3つのタイプの手段を増やす

誰かに送っても
らうタイプ

鉄道、バス、タクシー、
助け合いなど

⾃分で移動する
タイプ

小型モビリティ、⾃転
⾞、⾞いすなど

動かない
タイプ

電話、オンライン手続き、
出張、宅配など
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船

都市
道路 福祉・医療 子育て 住宅 観光

産業
物流

etc..

個々人に着目した
心豊かな暮らし

63

どこに住む、誰が、どんなニーズを持っているのか
（個人情報の問題もあるが）把握せずにサービスを提供している

社会の課題解決にどのようにまちを再構築し

どのように移動手段を活⽤するか

バリューチェーンの
考え方を変える
地域のデータ活用



目的別の新しいサービスの検討例
スーパー、クリニックとの連携
マイナンバーカードをうまく使えないか︖

病院にを
決める

予約・順番
をとる

移動する 待合室
で待つ

支払
予約

移動する

だいたい
1週間に

1回買い物

移動
する

買い物
をする

移動
する

荷物を
運ぶ

荷物を
運ぶ

薬
受取り

店を
決める



免許返納でできる
約3兆円の新たなマーケット

出典：MONET Technologies ⇒PDF：MONET Technologiesの取組み



https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=69310...
https://www.moba-ken.jp/project/seniors/seniors20210526.html

地域住⺠のデジタル活⽤の状況に合わせる
表はアナログ裏はデジタル コールセンターはまだまだ⼤事

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=69310...
https://www.moba-ken.jp/project/seniors/seniors20210526.html


3つのタイプの手段を増やす

誰かに送っても
らうタイプ

鉄道、バス、タクシー、
助け合いなど

⾃分で移動する
タイプ

小型モビリティ、⾃転
⾞、⾞いすなど

動かない
タイプ

電話、オンライン手続き、
出張、宅配など



空と道がつながる愛知モデル2030 
〜「空⾶ぶ軽トラ」プロジェクト離陸！〜

宅配や移動販売
コープや移動スーパーとくし丸、MaaS、ドローン

デジタル市役所 マイナンバーカードの活⽤
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